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美

さ

さ
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道
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彦
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好
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秋
晴
れ
の
佳
日 、

み
ご
と

ゴロ

に
シ
ュ
l
ト
イ
ン
し
た
お
二
人 。
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初
め
て
の
出
会
い
は
つ

K

道
で
偶
然
に
会
っ
て
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F

店
の
お
客
様
と
し
て 。
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印
象
は
つ

K

か
わ
い
い
笑
顔
が
最
高
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F

こ
わ
そ
う 。

で
も
二
枚
目
ネ
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ど
ん
な
家
庭
を
つ
く
り
た
い
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に
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も
気
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に
遊
び
に
来
て
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よ
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家
庭
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し
い
家
庭 。
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と
も
に
朝
日
町
に
育
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の
町
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き
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数
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8
月
汎
日
現
在）

マ
人
口

一
O 、

九
九
O
人

（
四）

男

五 、

四
六
三
人

（
五）

女

五 、

五
二
七
人（
ム
二

マ
世
帯

二 、

六一一
一
世
帯

せ幸
－
つあちかわ

温
か
い
善
意

－
こ
の
た
び
大
基
山
の
川
口
好
子
さ

ん
よ
り 、

福
祉
備
品
の
購
入
費
に
と 、

七
万
円
を
町
に
御
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た 。

－
ス
ー

パ
ー

な
ど
で
の
買
い
物
の
ほ

か 、

今
は
な
か
な
か
使
わ
れ
る
こ
と

な
い
一
円
玉 。
こ
の
た
び
常
盤
の
長

岡
弥一
さ
ん
（
打）

ほ
か
五
名
の
か

た
が
た
よ
り 、

お
財
布
の
片
す
み
か

ら
持
ち
寄
っ
た 、

合
わ
せ
て
五
百
九

十
四
枚
の
一
円
玉
を
社
会
福
祉
協
議

会
に
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た 。

最
近
の
新
聞
に
も 、

全
国
規
模
で

の
一
円
玉
募
金
運
動
の
話
題
が
載
っ

て
お
り 、

同
協
議
会
で
は
「

こ
れ
ら

の
温
か
い
善
意
が
集
っ
て 、

多
く
の

恵
ま
れ
な
い
か
た
の
幸
せ
に
役
立
っ

て
い
ま
す」
と
感
謝
し
て
い
ま
す 。

赤い羽槙共同募金

10月1 日～12月31日

八
月
二
十
二
日 、

和
合
平
の
菅

井

川

信
夫
さ
ん
か
ら
「

大
き
な
キ
ノ
コ
を

酬

裏
山
で
見
つ
け
た」
と
の
連
絡
で 、

川

早
速
カ
メ
ラ
を
手
に

菅
井

さ
ん
宅
へ 。
川

キ
ノ
コ
に
は「
ち
ょ
っ
と
う
る
さ
い
」

州

当
方
も 、

身
の
丈
三
0
セ
ン
チ
も
あ

川

る
巨
大
キ
ノ
コ
に
は
び
っ
く
り 。

州

こ
の
キ
ノ
コ
は
一
般
に
「

サ
マ
ツ

川

タ
ケ」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で 、

酬

食
菌
中
の
珍
品 。
シ
メ
ジ
科
で
マ
ツ

酬

タ
ケ
の
よ
弓
な
芳
香
を
放
ち 、

色
は

川

全
体
に
淡
い
黄
褐
色
な
い
し

白
色 。

酬

こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
た
も
の
が
採

酬

取
さ
れ
る
の
は
珍
し
く 、

親
子
の
巨

州

大
キ
ノ
コ
を 、

記
念
に「 。ハ
チ
リ」 。

川

こ
れ
か
ら
が「
秋
の
味
覚」
を
求
め

州

山
に
入
る
機
会
が
多
く
な
る
時
期 。

川

毒
キ
ノ
コ
に
は
特
に
注
意
し 、
「

秘
密

酬

の
場
所」
に
行
く
に
も
家
族
に
だ
け

酬

は
行
先
を
告
げ
る
な
ど 、

キ
ノ
コ
採

川

り
に
夢
中
に
な
っ
て
の
山
で
の
避
難

酬

に
は 、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心 。

川
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キ
J
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位
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平
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菅
井
さ
ん
が
採
取

親子のような巨大キノコ
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V
年
老
い
て
な
お 、

野
良

酎同町田閣

で
働
い
て
い
る
姿
は 、

似

園E
っ
か
わ
し
く
も
美
し
い
0

・E・・
人
聞
は
「

働
く」
た
め
に

開

回限

生
れ
て
き
た 、

と
い
う
感

創副司圃

が
深
い 。

人
間
は
働
く
こ

i’
と
に
よ
っ
て
体
と
心
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
ち 、

体
験
を
重
ね
感
覚

を
み
が
い
て
来
た
の
で
あ
ろ
う 。

V
九
十
九
歳
に
な
る
と
白
寿
と
い
わ

れ
る
が 、

百
か
ら
一
を
引
い
て

白
と

い
う
字
に
な
ぞ
ら
え
た
の
で
あ
る 。

高
齢
社
会
の
現
在
で
は
茶
寿
を
目
標

と
し
て
い
る 。

百
八
歳
に
な
っ
た
祝

い
で
あ
る 。

茶
の
か
ん
む
り
が
二
十

で
下
体
が
八
十
八
に
な
る
の
で 、

合

わ
せ
る
と
百
八
に
な
る
の
で
あ
る 。

喜
寿
も
米
寿
も
す
ば
ら
し
い
こ
と

で
あ
る
が 、

ま
だ
ま
だ 、

地
域
づ
く

り
や
町
づ
く
り
の
た
め
に 、

巾
広
く

活
躍
し
て
ほ
し
い
年
代
で
あ
る 。

V
若
者
や
壮
齢
者
は 、

新
し
い
時
代

に
生
き
る
知
恵
と
力
を
発
揮
し
つ
つ

あ
る 。

経
営
や
厚
生
な
ど
の
諸
問
題

を 、

そ
れ
ぞ
れ
に
決
断
し
実
行
し
よ

う
と
し
て
い
る 。

し
か
し 、

多
く
の

心
を
つ
な
ぎ
実
現
し
よ
う
と
す
る
と 、

歯
車
を
ま
わ
す
潤
活
泊
が
な
い 。

V
粗
面
を
う
る
お
す
油
は 、

多
く
の

経
験
と
生
き
方
を
学
ん
だ
人
々
か
ら

も
ら
う
必
要
が
あ
る 。

人
の
世
に
足

を
す
え
て
生
き
て
き
た 、

年
多
き
人

の
力
を
借
り
る
必
要
が
あ
る 。

人
聞

は
た
だ 、

伊
達
（
だ
て）

に
年
老
い

て
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い 。
（
杉）


